	受講者番号
	　　氏　　　名

	10001
	埼玉　太郎


様式２
                                 一次アセスメント票
	受付NO.
氏名　〇〇〇〇
訪問年月日：　 年 　月  　日
	訪問目的（事前に具体的に記入）

例：グループホームの利用希望があり、今後の生活について考えるため

　　（施設の相談員から、15年以上入所している施設の女性が退所を望んで
　　いるとの相談が、相談支援事業所へ寄せられたため）

	訪問者所属　〇〇〇　〇
氏名　埼玉　太郎
	

	障害者本人の概要 
	生活歴
	（※出生時から現在までの経緯をまとめる。）
例：○市で出生。異常分娩。１歳半検診で、言葉の遅れ、こだわり等がみられ、市の療育教室に参
　加。その中で、保健師から医療受診をすすめられ、３歳で自閉症と診断される。○市内の通園施
　設に週３回通園。就学相談により、地元の養護学校（特別支援学校）小学部に入学、高等部を
　卒業後、●作業所へ通所する。○年●月、知的障害者入所更生施設▽△園へ入所。現在に至　る。

	
	病歴・

障害歴
	年　月
	事　項
	年　月
	事　項

	
	
	○年●月
	市内の通園施設に週3回通園
	
	

	
	
	○年●月
	療育手帳取得
	
	

	
	
	○年●月
	○市養護学校高等部卒。●作業所へ通所
	
	

	
	
	○年●月
	知的障害者入所更生施設▽△園入所
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	医療機関利用状況［現在の受診状況、受診科目、頻度、主治医、どの疾患での受診］

　（※通院中の医療機関があれば記載する。）

	
	医療保険　被保険者（本人・家族）
　　　　　　　□国民健康保険　□健康保険　　　記号　　　番号
障害者医療：□更生医療　□育成医療　□精神保健福祉医療□その他（　　　　　　　　）

	
	現在使用している福祉用具：


	生活状況［普通の１日の流れ］
本人

	
	
	起床
	朝食
	
	
	
	
	昼食
	
	
	
	
	
	夕食
	
	
	就寝
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	    ６           ９          12          15          18           21          24           3
介護者
［その他の１日の生活の流れ］
本人                                                                                      

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	    ６           ９          12          15          18           21          24           3介護者                                                                                    

	利用者の状況
 １　生活基盤に関する領域

	
	項　目
	
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	経済環境
	有
	障害基礎年金1級受給
	小遣いは自分で管理したい。
	母は将来的に成年後見制度の利用を希望している。
	

	
	住環境
	
	
	
	
	

	２　健康に関する領域


	   
	項　目
	
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	服薬管理
	有
	介護者が管理し、投薬を促している。
	薬の仕分けと飲む時間は教えてほしい。
	帰宅時には母が服薬管理を行っている。
	

	
	食事管理
	
	
	
	
	

	
	病気への留意
	
	
	
	てんかん発作は服薬により安定
	

	
	体力
	
	
	
	
	

	３　日常生活に関する領域
 

	
	項　目
	
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	寝返り
	無
	特に問題はない。
	なし
	
	

	
	起きあがり
	
	
	
	
	

	
	衣服着脱
（上衣）
（ズボン等）
	
	
	
	
	

	
	整容行為
	
	
	
	
	

	
	食事行為
	
	
	
	
	

	
	排泄行為
（排尿）
（排便）
	
	
	
	
	

	
	入浴行為
	
	
	
	
	

	
	ﾍﾞｯﾄへの移乗
（床）
（車いす等）
	
	
	
	
	

	
	屋内移動
	
	
	
	
	

	
	調理
（後かたづけを含む）
	
	
	
	
	

	                                                                                        

	

	
	洗濯
	
	
	
	
	

	
	掃除
	
	
	
	
	

	
	整理・整頓
	
	
	
	
	

	
	ﾍﾞｯﾄﾒｰｷﾝｸﾞ
	
	
	
	
	

	
	書類の整理
	
	
	
	
	

	
	買い物
	
	
	
	
	

	
	衣類の補修
	
	
	
	
	

	
	育児
	
	
	
	
	

	４　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｽｷﾙに関する領域


	
	項　目
	チェック内容
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	意思表示の手段
	有
	2,3語文で意思を伝える。
	文字や実物で示してくれるとわかりやすい。
	意思を伝える時には、2語文、3語文で意思を示すことができる。通じないときには、相手の手を引くなどの動作で伝えようとする。
	

	
	意思伝達の程度
	
	
	
	
	

	
	他者からの
意思伝達の理解
	
	
	
	
	

	
	電話の使用
	
	
	
	
	

	
	FAXの使用
	
	
	
	
	

	
	パソコン
	
	
	
	
	

	
	ワープロ
	
	
	
	
	

	
	筆記
	
	
	
	
	

	５　社会生活技能に関する領域
                                                                                         

	
	項　目
	チェック内容
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	対人関係
	有
	初対面の人にも親和的である。
	趣味を通じた新しい友達が欲しい。
	
	

	
	屋外移動
（近距離移動）
（遠距離移動）
	
	
	
	
	

	
	金銭管理
	
	
	
	
	

	
	危機管理
（戸締まり）
（連絡）
	
	
	
	
	

	


	６　社会参加に関する領域

	
	項　目
	チェック内容
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等
	有
	施設での課外活動には積極的に参加する。
	野菜づくりに時間がほしい。
	体を動かすことが好きである。
	

	
	趣味
	無(今はない)
	おいしいものには目がない。るるぶ食べ歩き編を良く見ている
	本当の食べ歩きがしてみたい。
	食べ歩きをしてみたいが、どうしたらうまくいくか分からない。入所中のため具体的な援助はないが、地域に出でた場合、本人の意向を踏まえ一緒に考えていく必要があると思われる。
	

	
	旅行
	
	
	
	
	

	
	当事者団体の
活動
	
	
	
	
	

	
	各種社会的　活動
	
	
	
	
	

	７　教育・就労に関する領域


	   
	項　目
	チェック内容
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	教育
	有
	特に参加していない。
	なし
	
	

	
	就労
	
	
	
	
	

	８　家族支援に関する領域
 

	
	項　目
	チェック内容
	本人の能力と制限　気づいたこと
環境の能力と制限  気になること
	

	
	
	援助等の有無
	実態
	希望
	
	

	
	家族

	有
	帰宅時には本人の介護にあたっている。
	定期的に会いたい。
	母は本人に愛情を持っており、熱心に関わっているが、高齢ということもあり、本人の将来を心配している。
	

	                                                                                       

	希望する１日の流れ
本人
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介護者

	家族の要望・希望するくらし

例：できることなら本人が望むグループホームで生活できるようにしていきたい。

	本人の要望・希望するくらし

例：今後の希望を聞くと、「長く（施設に）いた人が（地域の）家に住んでいる」「（私も）施設よりグループホームで暮らしたい。」と答える。施設での課外活動に明るい表情で参加している。


	関係機関からの情報

	【家屋の見取り図】□持ち家　■その他
トイレ、浴槽位置や形状、玄関、道路までの
アクセスや段差等の記入

　　


	対応者所見（注目すべき点、気になる点を含む）


例）　相談経緯は、自分と同じように15年以上も施設で入所しグループホームに移行した人の話を聞いたことが発
端。
　　  地域での生活に興味を持ち、自由に暮らしていきたいとの思いが強い。母親との同居ではなく、地域で一人
   暮らしをしていきたいという。
　　  本人の希望と地域での暮らしへの可能性を中心に進めることで支援の目標と見立てを共有していきたい。今
   後は、本人の好きなこと、やってみたいこと、等を意識してニーズをアセスメントすることで具体的な生活イメー
   ジを共有していく。
　   生活のイメージをより具体化していくために、グループホームの体験利用などを検討していく（○市地域生活
支援事業）。体験利用の前に本人とリスクマネジメントを丁寧に行い、不安に備え宿泊数を増やしていく。体験
利用後は振り返りと施設に戻ってからの変化を通して、課題点を確認、修正していくことが考えられる。

    地域では関係機関とサービス担当者会議を開催し、地域の支援者を増やしながら医療と地域が連携を取り
　　合いながら役割分担を確認していく必要があると思われる。


余暇活動





以下、同様に記載する。





以下、同様に記載する。





以下、同様に記載する。





以下、同様に記載する。





※利用が困難である場合は、「実態」にその旨を記入し、必要に応じて「本人の能力と制限　気づいたこと」「環境の能力と制限　気になること」を記載する





以下、同様に記載する。





以下、同様に記載する。





※本人の希望する「1日の流れ」を記載する。





※アセスメントの段階で他の機関（福祉事務所、施設、サービス事業所等）から得た情報を記載する。





※施設入所中の人の場合は、居室の間取りを記載する。





※アセスメントの時点で得られた情報を検討し、対応者としての所見をまとめる。その際、本人や環境のストレングスにも視点を当てるよう注意する。








